
 

 作成日 令和7年3月31日

全体平均 4.18

第2章第2節

乳児期の園児

の保育

第2章第3節

満1歳以上満3

歳未満の園児

の保育

第2章第4節

満3歳以上の園

児の教育及び

保育

第2章第5節

教育及び保育

の実践に関わ

る配慮事項

第3章

健康及び安全

第4章

子育ての支援

第5章

職員の資質

向上

総合

項目数 平均
15 4.87
32 4.53
53 4.02
16 3.88
29 3.90
18 3.89
9 4.78

172 4.18

「健康・安全」
「子育ての支援」
「職員の資質向上」

計

内容
「乳児保育」
「3歳未満児保育」
「3歳以上児保育」
「教育保育の配慮事項」

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価

今年度は、安全管理の面で職員同士での話し合いや研修など考えていくことができた。しかし、園内でもヒヤ

リハットの場面があったので、今後も引き続き園の課題として安全管理を行っていきたい。年度途中には看護

師の採用があり、より充実した保育を行うことができた。保護者対応では、子育て支援の面で相談があり、丁

寧な対応を心がけたとともに、保護者の方に寄り添う支援のあり方を再度検討していくことが今後も課題に感

じた。

日々のお天気や植物や虫を園外散策等で肌で感じ、意欲的に取り組むことができた。また、年間を通して裸

足、夏は裸、冬は薄着が定着し体力が定着してきた。ただ、製作面において、他児の模倣をしがちになってお

り、保育の見直し等が必要である。

感染症などの疾病にかかりやすい時期であり、また、アレルギーをもっている子どもも多く看護師、管理栄養

士等の専門的な立場から連携をはかることで、子ども一人ひとりに適した対応ができた。

看護師等の専門性を活かし、保育教諭と連携を図ることでより良い保育が提供できるようにする。また今年度

災害が各地で起きた際に自園に置き換えながら、避難計画を見直すことができた。

様々な家庭環境の中で、保護者に寄り添いながら子どもの成⾧を喜びを共有できるように子育て支援を行うこ

とができた。しかし、子育てや家庭での困りごとに関してまだまだ課題は残っているので引き続き、支援のあ

り方を検討していきたい。

研修では、園内・園外双方で研修を充実させることができた。また、各職員キャリアアップ研修を実施し、保

育の質の向上に務める事ができた。今後も研修内容を充実させ、教育・保育の向上を行っていきたい。

保育者との基本的生活面、絵本の読み聞かせ、園外散策、リズム遊びなどの日々の関わり中で児との信頼関係

が構築することでの情緒が安定し、積極的に子どもが体を動かし遊ぶことができた。

保育教諭と信頼感が築くことが出来た子どもは、基本的は生活習慣ができ日々の保育の中で、様々なことに興

味をもち活動することができた。発達に課題のある子どもの特性を理解し、個別の支援をいていく必要があ

る。

データ表

 園　 名法人名

認定こども園 白ゆりの丘社会福祉法人 白ゆり会
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